
「地⽅⼈⼝ビジョンの策定のための⼿引き（令和元年６⽉版）」のポイント

〇「まち・ひと・しごと創生基本方針2019」の閣議決定を踏まえ、地方公共団体に対して、次期「地方版総合戦略」の
策定を進めるよう依頼する通知（まち・ひと・しごと創生本部事務局地方創生総括官及び地方創生推進室長連
名）を発出し、併せて、「地方人口ビジョンの策定のための手引き（令和元年６月版）」を作成し、周知する。

＜手引きの構成＞ ※基本的には前回提供した手引き等の内容を踏襲し、大幅な変更は行っていない。

はじめに

Ⅰ．地方人口ビジョンの全体構成

Ⅱ．人口分析、人口推計の基礎

Ⅲ．人口動向分析・将来人口推計に関する基礎データ、分析項目、分析例

Ⅳ．人口の将来展望
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１．提供情報の統合

◇ 第１期地方人口ビジョン策定の際に提示した、「『地方人口ビジョン』及び『地方版総合戦略』の策定に

向けた人口動向分析・将来人口推計について」（平成26年10月20日）及び「地方人口ビジョンの策定の

ための手引き」（平成27年１月）を、時点更新等をしつつ、１つの資料としてまとめ直した。

２．基本方針2019及び第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定に関する有識者会議を踏まえた検討

◇ 中長期的には人口の自然増が重要であるという観点を重視しつつ、最新の数値や状況の変化を踏ま

えた上で、時点修正など必要な見直しを行うことが必要。

◇ 「将来展望結果のまとめの視点」として、以下の点を追記。

・ 各地方公共団体の地方人口ビジョンにおいて、人口の社会増のみを追求した場合には、国全体の

人口の増加につながらないことにも留意する必要がある。

・ 外国人人口が全体の多くを占める地方公共団体や、今後その増加が見込まれる地方公共団体に

おいては、外国人人口の影響についても留意することが望まれる。

※ 平成31年３月に提供した「人口動向分析・将来人口推計のための基礎データ及びワークシート」について、今回の

手引きと併せて令和元年６月版を提供。


